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(主要目)貨 客船、 日 本郵船所属、5′272総 トン、

主機蒸気タービン、 2軸 、最大出力 ′377馬力、

最高速力208ノ ッ ト、旅客定員355人、 922年 英

国W デ ニー &ブ ラザーズ社建造、姉妹船上海九

日本郵船の戦前最後の海外発注客船
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11寵 畿輻

「ク
リ
ス
タ
ル
・シ
／
フ
を

一―
」

の
海
外
発
注

――
本
邸
船
が
先
般
、
「
ク
リ
ス
タ
ル

・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ク
ヴ
ァ
ル
ネ
ル

・
マ
サ

十
１
ド
に
発
注
し
た

ニ
ュ
ー
ス
は
、
経
済
界
の
大
き

な
話
題
と
な

っ
た
。
二
装
重
上
の
敗
因
は
、
あ
替

レ

ー
ト
変
動
に
よ
る
船
価
差
に
あ

っ
た
よ
う
だ
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
迎
脩
【の
マ
ル
カ
が
昨
年
を
、
対
ド
ル

・
ベ

ー
ス
で
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
切
り
下
げ
た
こ
と
か
ら
、

マ
サ
ヤ
ー
ド
側
が
提
示
し
た
船
価
は
、
三
菱
側
と
、

日
本
円
で
五
十
億
円
の
差
が
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
れ
だ
け
船
価
差
が
生
じ
て
は
海
外
発
注
も
や
む

な
し
と
料

つ
が
、
十
一年
前
９
空

船
「
ク
リ
ス
タ
ル
・

ハ
ー
モ
ニ
ー

・
の
な
造
の
際
、
世
界
の
ト
ッ
／
ク
ラ

ス
の
一象
革
ク
ル
ー
ズ
客
船
を

つ
く
る
べ
く
、
授
業
料

と
い
う
こ
と
で
三
菱
三
工
が
負
担
し
た
費
用
も
、
使

に
７二
十
億
円
を
超
え
る
と
聞

い
て
い
る
。
加
え
て
、

二
十
五
カ
月
後
の
納
期
を
守
る
た
め
、
そ
れ
こ
そ
死

に
物
狂
い
で
廷
造
に
取
り
組
ん
だ
ｋ
‐―十行
の
道
船

マ
ン

た
ち
の
十
労
を
思
う
と
、
な
に
か
釈
然
と
し
な
い
も

の
を
感
じ
る
の
は
年
者
だ
け
だ
ろ
う
か
ｃ

郵
船
は
こ
の
二
月
、
日
本
の
船
会
社
と
し
て
は
初

め
て
韓
国
に
貨
物
船
を
発
注
し
た
が
、
こ
れ
も
円
高

に
よ
る
船
価
舟
が
上
囚
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

現
実
の
経
済
の
変
は
、
感
け
論
の
立
ち
人
る
介
地

が
な
い
ほ
ど
厳
し
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。



フ
エ
リ
ー
建
造
で
定
評
の
Ｗ
・デ

一―
社
へ
発
注

郵
船
は
創
立
後
、
主
力
船
を
英
国
で
建
造
し
て
き

た
が
、　
一
八
九
八

（明
治
三
十

一
）
年
に
、
「常
陸

丸
」
を
造
船
業
振
興
の
た
め
三
菱
長
崎
造
船
所
へ
発

注
し
て
以
来
、
国
産
船
が
社
船
の
主
体
と
な
っ
た
。

戦
前
で
は
、　
一
九
二
四

（大
正
十
三
）
年
に
完
成
し

た
郵
船
初
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船

「飛
鳥
丸
」
と

「愛
宕

丸
」
が
、
最
後
の
英
国
建
造
船
で
あ
る
。

七
千
五
百
総
ト
ン
の
こ
の
同
型
貨
物
船
は
、
二
社

に
発
注
さ
れ
、
同
出
力
の
Ｂ
＆
Ｗ
と
ス
ル
ザ
ー
の
主

機
を
そ
れ
ぞ
れ
搭
載
し
て
い
だ
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

の
研
究
研
修
の
目
的
を
持

っ
た
海
外
発
注
だ
っ
た
よ

う
だ
。

さ
て
、
客
船
で
郵
船
最
後
の
英
国
発
注
船
は
と
い

う
と
、
こ
れ
は
戦
前
、
上
海
航
路
の
快
速
船
と
し
て

鳴
ら
し
た

「長
崎
丸
」
と

「上
海
丸
」
で
あ
る
。

こ
の
両
姉
妹
船
の
海
外
建
造
は
、
長
崎
～
上
海
間

を
結
ぶ
日
華
連
絡
船
の
開
設
と
あ
わ
せ
て
、　
一
九
二

〇

（大
正
九
）
年
二
月
の
取
締
役
会
で
決
ま
っ
た
も

の
で
あ
る
。
発
注
先
は
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
の
Ｗ
・
デ
ニ

ー
＆
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
。
契
約
船
価
は

一
隻
五
十
二
万

ポ
ン
ド
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
主
機
を
搭
載
し
た
二
軸
船

で
、
航
海
速
力
は
十
八
・
五
ノ
ッ
ト
と
さ
れ
た
。

Ｗ
・
デ
ニ
ー
社
は
大
手
造
船
所
で
は
な
い
が
、
フ

ェ
リ
ー
の
建
造
技
術
に
か
け
て
は
、
昔
か
ら
定
評
が

あ
っ
た
。
北
欧
の
海
峡
フ
ェ
リ
ー
の
多
く
が
、
第
二

次
大
戦
後
ま
で
こ
の
造
船
所
で
造
ら
れ
て
お
り
、
日

本
初
の
タ
ー
ビ
ン
船
で
あ
る
青
函
連
絡
船

「比
羅
夫

丸
」
級
も
、
こ
こ
で
誕
生
し
て
い
る
。

郵
船
の
上
海
航
路
の
主
力
客
船
は
代
々
、
「
西
京

丸
」
級
も

「博
愛
丸
」
級
も
英
国
製
で
あ
る
。
加
え

て
日
華
連
絡
船
が
、
定
時
フ
ェ
リ
ー
的
性
格
が
強
い

新
設
航
路
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
信
頼
度
が
高
い

デ
ニ
ー
社

へ
の
発
注
を
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

長
崎
～
上
海
間
を

二
十
七
時
間

で
結

ぶ

「長
崎
丸
」
は

一
九
二
三

（大
正
十
二
）
年
二
月
十

一
日
、
「上
海
丸
」
は
同
年
二
月
二
十
五
日
に
長
崎

～
上
海
間
に
張
り
つ
き
、
週
二
便
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
。
二
十
七
時
間
の
航
海
で
あ
る
。

郵
賄
の
社
史
に
よ
る
と
、
新
航
路
は
当
初
、
運
航

成
績
が
芳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
開
設
翌
年
の
五
月

か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
港
を
長
崎
か
ら
神
戸
に
移
し
、
集

客
集
荷
の
増
大
を
図
っ
た
と
あ
る
。
同
船
の
船
客
定

員
は

一
等
百
二
十
五
人
、
二
等
三
百
人
で
、
上
部
構

造
物
が
大
き
い
フ
ェ
リ
ー
タ
イ
プ
の
船
に
し
て
は
、

旅
客
数
が
意
外
に
少
な
い
。

大
正
末
年
の
上
海
在
住
の
日
本
人
は

一
万
数
千
人

程
度
。
大
陸

へ
の
玄
関
□
だ
っ
た
釜
山
や
大
連

へ
の

航
路
と
異
な
り
、
上
海
航
路
を
キ
ー
プ
す
る
に
は
、

旅
客
の
ほ
か
、
貨
物
も
相
応
に
積
む
必
要
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

当
時
の
時
刻
表
を
見
る
と
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
四

日

一
便
で
、
発
着
時
間
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

中往
航
］
神
戸
発

・
午
前
十
時
、
長
崎
着

・
二
日
目

午
前
九
時
、
長
崎
発

・
午
後

一
時
、
上
海
着

・
三
日

日
午
後
四
時
。

［復
航
］
上
海
発

・
午
前
八
時
半
、
長
崎
着

・
二
日

日
午
前
十

一
時
半
、
長
崎
発
・
年
後
五
時
、
神
戸
着
・

三
日
目
午
後
四
時
。

ち
な
み
に
長
崎
～
上
海
間
の
片
道
運
賃
は
、
特
別

室
百
五
十
円
、　
一
等
五
十
五
円
～
四
十
五
円
、
二
等

十
八
円
で
あ
る
。
銀
行
員
の
初
任
給
が
五
十
円
程
度

だ
っ
た
こ
ろ
の
船
賃
と
す
れ
ば
、
現
在
の
感
覚
で
は

一向
い
と
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
九
二
九

（昭
和
十
四
）
年
に
国
策
会
社
東
亜
海

運
に
移
籍
。
次
い
で
、
四

一

（昭
和
十
六
）
年
十
二

月
八
日
の
大
平
洋
戦
争
開
戦
当
日
、
揚
子
江
河
口
で

米
国
客
船

「プ
レ
ジ
デ
ン
ト

・
ハ
リ
ツ
ン
」
を
追
撃

し
、
こ
れ
を
摺
坐
さ
せ
た
こ
と
は

「勝
関
丸
」
の
項

（本
誌
九
十
七
号
）
で
紹
介
し
た
。

「長
崎
丸
」
の
最
後
は
不
運
だ
っ
た
。

開
戦
翌
年
の
五
月
十
三
日
、
長
崎
港
日
の
伊
二
島

北
方
で
味
方
の
機
雷
に
触
れ
て
沈
没
、
三
十
九
人
の

死
者
行
方
不
明
者
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
海
軍
か
ら

の
機
雷
敷
設
の
通
告
が
遅
れ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
事

故
だ
っ
た
が
、
菅
源
二
郎
船
長
は
責
任
を

一
身
に
引

き
受
け
、
残
務
を
整
理
し
た
後
、
東
亜
海
運
長
崎
支

店
で
割
腹
自
決
し
た
。

（
山
口
　
迪
生
）

観


